
令和 5 年度第 1 回常任委員会 

令和 5 年 8 月 1 日(火)室ガス文化センター中会議室 

出席者 駒井(道専門部長)、諸江、安藤、恒松、根岸、渡部、豊田、和田、安海、山田、井

上、池田、下野、國金、瀬田川、大槻、福澤、雨尾、齋藤 

 

1 あいさつ（諸江） 

 

2 歓迎の挨拶（駒井） 

 

3 後催地あいさつ（仁部、藤田） 

令和 6 年 7 月 23 日開会式、競技 24 日～27 日、参加申込締切 6 月 14 日→例年より早

いので県総体の日程調整を。 

会場 佐賀アリーナ（佐賀駅徒歩 15 分、バス 15 分間隔）、観客席 8,400（九州最大） 

 

4 議事 

①令和 5 年度全国高等学校総合体育大会（齋藤） 

 参加者・校数、日程確認 

 

②第 48 回全国選抜大会（和田） 

 日程確認、一日 1 種目で実施予定（エペ→フルーレ→サーブル）、組み合わせ抽選会日程

修正 2 月 11 日→2 月 9 日 

 

③令和 6 年度全国高等総合体育大会（仁部） 特になし 

 

④令和 6 年度以降全国大会について 特に情報なし 

 

5 報告事項 

①前期行事報告（和田） 

②令和 5 年度第 1 回競技委員会（松本） 

・違反と罰則 P カードに関する部分を日本協会のものに合わせる 

・選抜大会 9 時監督会議、11 時競技スタート 

・試合後の握手の復活 

③全国高体連報告（安藤） 

・北海道大会の費用削減が話題に 

④日本フェンシング協会報告（諸江） 

・世界選手権フルーレ男子団体・女子サーブル個人金メダル、男子エペ団体は 10 位と振る



わず。 

・スポンサーの件で苦労（写真週刊誌の記事の件でスポンサー離れが進む） 

・高大競技委員会活動ストップ。トランスジェンダー問題協議中。 

 

6 協議事項 

①決算報告（根岸） 

・委員会費増（感染症対策）、運営補助金等増（選抜大会役員増員） 

・旅費増（北海道大会視察）  監査報告問題なし 

②行事予定（和田） 

・部報発行、牧杯・JOC 後援、第 2 回常任委（鳥取市役所）、第 2 回競技委（会場調整中）、

指導者研修会（京都） 

③収支予算書（根岸） 

・運営補助費・旅費増、雑支出減 

④競技委員会提案事項（和田） なし 

⑤令和 7 年度以降の全国選抜大会について（安藤） 

・3 年固定開催継続か、3 ブロックローテーションに戻すか。 

 8 月末アンケート調査実施 → 臨時常任委（リモート開催）→ 競技委（11 月）→ 常任委

（2 月）→ 全国委（3 月） 

・各ブロックはローテーションに戻る可能性は知っているのか（池田） 

← 現段階では知らないが、固定開催を始めた時にはその想定はしてある。 

  1 年終わった時点で検討の方がいい。 

・ 選抜大会の開催地決定に苦慮していることは理解してもらいたい。継続開催は続けたい。 

  手を挙げたところがあれば視察は必要。ただし途中返上されては困る。 

・島原は更に 3 年の開催を希望の様子。その場合は更に追加で 3 年（計 6 年）の開催をお

願いしてみる（令和 7～12 年）。 

 

⑥強化普及委員会（大槻） 

・指導者講習会（案内の日付追加を）、保険加入 

・海外指導者研修会（韓国・仁川市）、日程はとりあえずはこちらの希望日で調整。仁川空

港集合、下見は 1 月に諸江・大槻・笹田で。予定人数 30（バスに乗れる人数） 

・出張型指導者研修会実施を検討。 

・ホームページの拡充 

 → これから始める人へ、部活紹介、インスタ解説、都道府県大会結果アップ、等 

・委員会実施（この会議終了後） 

⑦総務委員会提案事項（安藤） 

・規約規定集へゼッケン規定の図解を追加 



 

⑧都道府県提案事項 

・東京都：全国選抜一人 3 種目、長崎：一人任意の 2 種目出場を提案 →競技委員会で協議。 

 3 種目出られれば参加枠が埋まらないことにはならない可能性がある。 

 昨年度の全国委員会での反応はあまりよくなかった。普及の側面もあり。 

・埼玉：インターハイ等でのフェンシングタイムの活用は出来ないか。 

 フェンシングタイムの設定と専門部の規定が異なるので、規定の変更が必要（引き算か割

り算か）。プール人数の不公平がないように割り算を採用している。ツイッターでも 30 分

程度の時間差で掲載している。専門部ウェブサイトにもトップページにある。 

・長崎：選抜固定開催に伴い、出場校数 24→32（各ブロック 1 枠追加）は可能か。 

 1 枠追加で埋まらないブロックが出てくる可能性有。タイムテーブル上厳しい開催地も出

てくる。 

 各ブロックに「補欠枠」をもうけられないか？ ← いろいろと難しい 

 24→32 は島原開催ありきの案では。3 種目実施はそもそもは 50 回大会限定で話が浮上。 

 

⑨その他 

・現在フルーレのみ選抜大会は優勝旗、エペとサーブルはトロフィー。 

 島原が寄贈を検討中。是非お願いしたい。 

・インターハイの表彰物品が古くなって破損。ペナントも多数で修理・更新の必要。 

・常任委員会の内容は外での発言には気を付けて欲しい。 

・トランスジェンダーの対応はどうしている？ ← 何かあれば安藤先生まで。 

 

 


